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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は染色体工学技術を用いて特定の領域で切断した種々のヒト3番染色体断片を作

製することで、ヒト3番染色体上ヒトテロメレース逆転写酵素(hTERT)抑制因子存在領域の

マッピングを行ったものである。これまでヒト3番染色体導入後hTERT抑制に伴い生じる細

胞老化がhTERT抑制効果検証の障害となっていたが、内在hTERTと区別可能で恒常的に発現

する外来性hTERTを発現させ、内在性hTERTが抑制されても外来性hTERTがテロメレース活性

を維持することで細胞が老化に至らないシステムを確立し、効率的なhTERT抑制効果の検証

を可能にした。その結果、ヒト3番染色体上hTERT抑制責任領域3p21.3を同定した。本論文

の内容は、ヒト3番染色体上のhTERT抑制因子の位置情報を明らかにし、細胞老化・癌研究

における学術水準を高めたものと認める。 

 


